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1. はじめに 

本書の目的 

本書は、InfoScale Enterprise 7.4.1 を用いて、２つのアベイラビリティゾーン（以下 AZ と記述）を跨いでレプ

リケーションを行い、且つ OverlayIP によるルートテーブルの切り替えによってネットワークを切り替える 2 ノード稼働

待機型クラスター構成の構築の理解を目的に作成されています。 
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2. システム構成 

本書の前提となるシステム構成 

 

図 1InfoScale 構築後の構成イメージ 

 

AWS 上に Windows Server を構築する場合の注意点 

InfoScale は、AWS 上の Windows Server での稼働を保証しています。ただし、InfoScale を構築する場合

は、以下の条件を満たすように Windows Server を構築してください。 

 

• ノード間で ping が通ること：InfoScale はインストーラー時や稼働時に、ping による相互監視を行います。

しかし、AWS 上の Windows Server はデフォルトで ping が通らない設定になっています。セキュリティグルー

プの「インバウンドの設定」を変更し、ping が通るようにしてください。また、Windows2019 の場合は、OS

側の設定変更も必要です。 
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• ハートビート用ネットワークに 2つの NIC を持ち、割り当てられた IP が、指定された２つの port（デフォルト

は 50000 と 50001だが、変更も可能）：InfoScale のクラスターハートビート用に、２つの NIC が必要で

す。サービス用のネットワークとは別のハートビート専用ネットワークを構築し、そこにサーバー毎に 2 つの NIC を

割り当ててください。2 つの NIC は IP アドレスを割り当て、それぞれ必要な Port（デフォルトは 50000 と

Port50001）で通信できるよう、AWS のネットワークや Windows の Firewall を調整してください。 

 

• NIC の DHCP を off にし、手動で IP を割り当てる事：InfoScale は、DHCP を有効にした NIC をサポート

しません。Windows の NIC 設定で、DHCP ではなく手動で IP を割り振るようにしてください。 

 

• AWSCLI が使用できること：InfoScale は、ディスクや IP を切り替えるために AWSCLI を使用して EC2 イン

スタンスを IAM からコントロールします。InfoScale がインストールされるノードが NAT ゲートウェイを経由して

IAM に接続できるようにして、AWSCLI が使用できるようにしてください。 

 

• OS用ディスク（C ドライブ）とは別に、データ配置用の EBS が最低１つ割り当てられている事：EBS は、

AZ を跨って EC2 インスタンス間で切り替る事ができません。その為、本構成では同期レプリケーションを使用

します。InfoScale によるレプリケーション対象として、各ノード最低１つのデータ格納用 EBS を Windows 

Server に紐付けてください。 
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3. インストール 

インストールとクラスターの基本セットアップ 

本書では、InfoScale Enterprise のインストールとクラスター部分の基本セットアップの説明を割愛します。インス

トールの詳しい手順については、既に公開済の「Veritas InfoScale Enterprise 7.4.1 for Windows on AWS 

構築手順書 EBS を用いた共有ディスク + Private IP 切替編」をご参照ください。これは、同一 AZ 内に２ノード

クラスターを構築する際の手順を説明していますが、AZ 跨ぎであってもハートビート用ネットワークの疎通さえ確保

できれば、手順は同じです。ドキュメントの URL は以下です。

https://www.veritas.com/content/support/en_US/doc/InfoScale7.4.1_Win_on_AWS_deploy_EBS_Pri

vateIP_JP 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.veritas.com/content/support/en_US/doc/InfoScale7.4.1_Win_on_AWS_deploy_EBS_PrivateIP_JP
https://www.veritas.com/content/support/en_US/doc/InfoScale7.4.1_Win_on_AWS_deploy_EBS_PrivateIP_JP
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4. VxVM の設定 

稼働系ノードでのディスクの確認とイニシャライズ 

まず、VxVM から認識されているディスクの確認とイニシャライズを行います。以下の例では、OS 領域以外に１つ

のデータ用 EBS を両方のノードにアサインした前提で作業を行っています。 

 

オペレーションの準備、ディスクのイニシャライズ 

管理者権限でログインし、VxVM の設定を行う GUI：Veritas Enterprise Administrator を立ち上

げてください。 

 

下記のような GUI が立ち上がります。「Connect to a Host or Domain」をクリックしてください。 
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コンピューター名（ここでは、vcswin01）を指定し、”Connect”をクリックしてください。 

 

下記のような GUI が立ち上がります。「Disks」をクリックすると、２つのディスクが表示されます。

「Harddisk0」は OS 用ディスクなので、何もしないでください。「Harddisk1（No Signature）」が、デ

ータ配置用 EBS です。ディスクに「!マーク」が付いているのは、Offline であることを示していますので、こ

のディスクを右クリックして「Online Disk」を指定し、ディスクを Online にします。 
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Online 化によって「!マーク」が消えました。次に、ディスクに Signature を書き込みます。ディスクを右ク

リックし、「Write Signature」を指定してください。 

 

対象ディスクを確認し、Type として「MBR」を指定したら、”OK”をクリックしてください。 

 

“Yes” をクリックして、Signature を書き込んでください。 

 

これで、ディスクグループを作成する準備は完了です。 
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稼働系ノードでの VxVM のディスクグループの作成 

次に、ディスグループを作成します。ディスクグループは、Linux の LVM で言う所の Volume Group に相当し、

VxVM でボリューム（仮想デバイス）を作成して使用する場合は、ボリュームは必ずいずれかのディスクグループに

所属している必要があります。 

 

ディスクグループの作成 

データ用ディスク：Harddisk1 を右クリックして「New Dynamic Disk Group」を指定します。 

   

ディスクグループ作成 Wizard が立ち上がりますので、“Next>” をクリックして、先に進んでください。 
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ディスクグループ名を入力し（ここでは “awsdg” を指定）、「Create dynamic secondary disk 

group」のラジオボタンをチェックし、「Harddisk1」を指定し、“Next>” をクリックして、先に進んでくださ

い。 

 

「Harddisk1」が指定されていることを確認し、“Next>” をクリックして、先に進んでください。 
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内容を確認し、“Finish” をクリックすると、ディスクグループの作成が行われます。 

 

稼働系ノードでの VxVM のボリュームとファイルシステムの作成 

次に、ボリュームを作成します。ボリュームは、Linux の LVM で言う所の Volume に相当します。ボリュームを作成

すると同時にファイルシステムの構築も行います。 

 

ディスクグループの作成に成功すると、「Disk Groups」をクリックすると、作成済みのディスクグループ

（この場合、awsdg）が表示されます。このディスクグループを右クリックし「New Volume」を指定しま

す。 
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ボリューム作成 Wizard が立ち上がりますので、“Next>” をクリックして、先に進んでください。 

 

「Site Preference」は ”Siteless”を指定してください。次に、「Manually select disks」を指定すると、

ボリューム作成に使用されるディスクが選べます。”Harddisk1” を指定したら、“Next>” をクリックして、

先に進んでください。 
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作成するボリュームの詳細内容を決定します。AWS の EBS は、単体で十分な冗長性を有しますの

で、VxVM のレイヤでミラーリング等の冗長化の必要はありません。下記では、5Gbyte のサイズを持つ

“vol01”というボリュームを、冗長化なし（そもそも、ボリューム作成に指定できるディスクが 1 本だけなの

で、冗長化しようがありません）を指定しています。必要事項を指定したら、“Next>” をクリックして、

先に進んでください。ボリュームが複数必要な場合は、ここまでの作業を繰り返してください。尚、後でレ

プリケーション用のログボリュームを作成しますので、空き領域を全て使い切る事はしないでください。ログ

ボリュームに必要な容量は、レプリケーション対象ボリュームの総量の 1 割程度です。 

 

 

ボリュームの作成と同時にファイルシステムも作成するかどうかを指定します。作成するので、「Assign a 

drive letter」をチェックしたら、“Next>” をクリックして、先に進んでください。 
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ファイルシステムとして「NTFS」を指定したら、“Next>” をクリックして、先に進んでください。 

 

 

内容を確認し、“Finish” をクリックすると、ボリューム及びファイルシステムの作成が行われ、マウントまで行わ

れます。 
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作成に成功すると、GUI の左列の「System」をクリックした際、「Volumes」をクリックすると、作成済みのボ

リューム（この場合、vol01）が表示され指定したドライブレター（この場合、D:）が割り当てられていること

が確認できます。 

 

 

これで、稼働系の VxVM の設定は完了です。 

 

待機系ノードでの VxVM 関連の作業 

待機系ノードでも、ディスクの確認からボリュームの作成までを行います。異なる点は、ディスクのフォーマットとドライ

ブレターのアサインを行わない２点のみで、それ以外の部分（ディスクグループ名やボリュームのサイズ等）は全て

同じにしてください。 

 

稼働系と異なるオペレーション 

ドライブレターのアサインは行わないでください。 
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「Format this volume」をチェックしないでください。 

 

待機系の作用終了時、GUI の左列の「System」をクリックした際、「Volumes」をクリックすると、作成済

みのボリューム（この場合、vol01）が表示され、ドライブレターは割り当てられていないことが確認できます。 
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5. VVR によるレプリケーションを行うための準備 

ここでは、レプリケーションに必要な VVR セキュリティサービスの構成を行います。 

VVR Security Service の構成 

この作業は、稼働系でのみ行ってください。 

 

スタートメニューから、「VVR Security Service Configuration」を実行してください。 

 

“Next” をクリックして、先に進んでください。 
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稼働系ノードの管理者 ID とパスワードを入力し、“Next” をクリックして、先に進んでください。 

 

“Next” をクリックして、先に進んでください。 

 

 

右下の「add host」をクリックし、稼働系ホスト名を「add」してください。 
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右下の「add host」をクリックし、待機系ホスト名を「add」したら、”Configure”をクリックしてください。 

 

 

下記のように、両方のノードで「Account update succeeded」が表示されれば完了です。 
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6. AWSCLI の設定 

本書では、AWSCLI の設定及及び IAM ロール設定の説明を割愛します。これらの詳しい手順については、既に

公開済の「Veritas InfoScale Enterprise 7.4.1 for Windows on AWS 構築手順書 EBS を用いた共有ディス

ク + Private IP 切替編」の 30～38 ページをご参照ください。ただし、必要な IAM ロールの内容は異なりますの

で、その部分のみ後述します。ドキュメントの URL は以下です。

https://www.veritas.com/content/support/en_US/doc/InfoScale7.4.1_Win_on_AWS_deploy_EBS_Pri

vateIP_JP 

 

本書の構成パターンで必要な IAM ロールの詳細 

本書の構成では、プライベート IP の立ち上げとルートテーブルの更新を InfoScale から制御する必要があります。

従って、以下の内容でポリシーを作成し、それに関連付けたロールを、InfoScale がインストールされたインスタンス

ドに割り当ててください。 

 

 

 

 

 

  

https://www.veritas.com/content/support/en_US/doc/InfoScale7.4.1_Win_on_AWS_deploy_EBS_PrivateIP_JP
https://www.veritas.com/content/support/en_US/doc/InfoScale7.4.1_Win_on_AWS_deploy_EBS_PrivateIP_JP
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7. VVR によるレプリケーションを行うためのクラスター側の設定 

VVR によるレプリケーションは IP 経由で行いますが、本書の構成では、レプリケーションに使用する IP やレプリケー

ション対象のボリューム等は全てクラスターの管理・監視下におく必要があります。ここでは、それらの設定を行いま

す。 

クラスター管理 GUI のインストール 

この作業は、両方のノードで行ってください。リモートの Windows マシンからクラスターのノードにリモート接続してク

ラスターを操作したい場合、そのマシン上にもインストールしておくと便利です。 

 

ベリタスのサイト（https://www.veritas.com/trial/en/us/vcs-utilities ）で必要事項を入力した

後、「VCS Cluster Manager Java Console 7.4.1 (Windows)」をダウンロードしてください。ダウンロー

ドしたファイルを、GUI をセットアップしたい Windows マシンに保存し、ダブルクリックしてください。 

 

“Next” をクリックして、先に進んでください。 

 

 

 

 

 

 

https://www.veritas.com/trial/en/us/vcs-utilities
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 “Next” をクリックして、先に進んでください。 

 

“Install” をクリックして、先に進んでください。 

 

 

「Finish」をクリックし、インストールを完了してください。 
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クラスター管理 GUI の起動と、クラスターのモード変更 

この作業は、クラスター管理 GUI をインストールしたノードからなら、どこから行っても結構です。 

 

Windows のスタートメニューから “Veritas Cluster Manager” をクリックして、GUI を起動してください 

 

 

左上のボタンをクリックします。 

 

 

クラスターがインストールされたノード名もしくは IP アドレスを入力し、”OK” をクリックします。 
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クラスターを構成した際に設定したユーザー名とパスワード（デフォルトで設定していれば、ユーザー名

は ”admin”、パスワードは “password”です）を聞かれますので、入力後”OK” をクリックします。 

 

 

 下記のような GUI が立ち上がります。クラスターの構成を変更できるモードにするかどうか聞かれますの

で “yes” をクリックしてください。これで、準備は完了です。 
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レプリケーションの土台となるサービスグループの作成 

ここでは、レプリケーションの土台となるサービスグループを作成します。このサービスグループは、レプリケーションに必

要な IP アドレスと VxVM のコンポーネントを管理します。これらは、レプリケーション元（プライマリ）とレプリケーシ

ョン先（セカンダリ）の両方で動作しますので、このサービスグループは両方のノードで同時に Online になります。 

 

右上のサービスグループの新規追加を行うボタンをクリックします。 

 

 

サービスグループ名として「replication」を指定し、このサービスグループを稼働させるノードとして、クラスタ

ーの両方のノード（vcswin01 と vcswin02）を指定し、クラスター起動時に自動的にサービスグループ

も Online になるように「Startup」のチェックボックスにチェックをいれます。また、前述したようにこのサービ

スグループは両方のノードで同時に Online になりますので、Type は「Parallel」を指定します。必要事

項を入力した多、”OK”をクリックしてください。 
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下記のように、「replication」というサービスグループが作成されましたが中は空ですので、IP アドレスや

VxVM のコンポーネントを管理するためのリソースを作成する必要があります。リソースを作成する際は、

まず、左の列のリソースを作成したいサービスグループ（この場合は「replication」）をクリックし、続いて

中段の「Resources」のタブをクリックします。 

 

 

 緑色の部分にポインタを合わせ右クリックするとメニューが出ますので “Add Resource” をクリックして

ください。 
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まず、NIC を監視するリソースを作成します。リソース名は「vvrnic」としています。リソースタイプは、プルダ

ウンから “NIC” を選んでください。必須パラメーターは “MACAddress” ですので、右側の Edit マークをく

りクリックしてください。 

 

 

Windows の ipconfig 等のコマンドで両ノードの MAC アドレスを調べ入力します。MAC アドレスはシ

ステム毎に異なりますので、左側の “Per System” をチェックし、プルダウンでノード選びながら、適切な

MAC アドレスを入力してください。  

 

 

全ての必要なパラメーターの入力が終了したら、下段の “Enabled” にチェックを入れ、”OK” をクリックし

てリソース作成を実行してください。 
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以下のように、”vvrnic” というリソースが作成されました。NIC は、OS 起動時から稼働状態ですので、

リソース作成直後から、Online を示す水色で表示されます。 

 

 

次に、レプリケーションで使用する IP を管理するリソースを作成します。NIC の際と同じように、右クリッ

クから「Add Resource」を指定します。リソース名は「vvrip」としています。リソースタイプは、プルダウンか

ら “IP” を選んでください。必須パラメーターは “Address”、”SubNetMask”、“MACAddress” ですの

で、それぞれ右側の Edit マークをくりクリックしてください。 

 

 

レプリケーションで使用する IP アドレスはシステム毎に異なりますので、左側の “Per System” をチェック

し、プルダウンでノード選びながら、適切な IP アドレスを入力してください。この例では、稼働系は

10.193.44.11、待機系は 10.193.54.12 を設定しています。 
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ネットマスクを入力します。ネットマスクは、システムで共通なので、左側の “Global” をチェックし、値を

１つだけ入力します。この例では、255.255.255.0 を設定しています。 

 

 

次に、MAC アドレスを入力します。手法は、前述の NIC リソースの場合と同じです。 

 

全ての必要なパラメーターの入力が終了したら、下段の “Enabled” にチェックを入れ、”OK” をクリックし

てリソース作成を実行してください。 
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以下のように、”vvrip” というリソースが作成されました。この時点で設定した IP アドレスは立ち上がって

いませんので、リソース作成直後は、Offline を示す灰色で表示されます。リソースを右クリックするとメ

ニューが出るので、両方のノードで Online にします。 

 

 

 リソースが Online になると、下記のように水色になります。 
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IP アドレスは、指定した NIC 上で立ち上がりますので、土台となる NIC の Online が IP アドレス

Online になる条件であるべきです。この依存関係を設定する必要があります。リソースを右クリックする

とメニューが出るので、”Link”をクリックします。 

 

 

どのリソースに依存するかを選択する画面に切り替わりますので、”vvrnic” を選択し、”OK” をクリックし

て依存関係を定義します。 

 

 

正しく依存関係が定義されると、下記のようになります。 
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AWS 上では、各 EC2 インスタンス上で IP アドレスを立ち上げただけでは、インスタンスの外部からその

IP アドレスにアクセスする事はできません。これを可能にするには、AWSCLI を経由してインスタンスへの

IP アドレスのアサインが必要です。これを行うためのリソースを作成します。NIC の際と同じように、右クリ

ックから「Add Resource」を指定します。リソース名は「vvrawsip」としています。リソースタイプは、プルダ

ウンから “AWSIP” を選んでください。必須パラメーターは “PrivateIP”、“Device” ですので、それぞれ右

側の Edit マークをくりクリックしてください。 

 

 

レプリケーションで使用する IP アドレスはシステム毎に異なりますので、左側の “Per System” をチェック

し、プルダウンでノード選びながら、適切な IP アドレスを入力してください。この例では、稼働系は

10.193.44.11、待機系は 10.193.54.12 を設定しています。 

 

 

次に、“Device” を入力します。手法は、前述の NIC リソースの MAC アドレスと同じです。 
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全ての必要なパラメーターの入力が終了したら、下段の “Enabled” にチェックを入れ、”OK” をクリックし

てリソース作成を実行してください。 

 

 

以下のように、”vvrawsip” というリソースが作成されました。この時点で設定した IP アドレスは AWS 上

ではアサインされていませんので、リソース作成直後は、Offline を示す灰色で表示されます。リソースを

右クリックするとメニューが出るので、両方のノードで Online にします。Online になると、アイコンの色が

水色に代わります。 
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AWS による IP アドレスのアサインには、各インスタンス上で IP アドレスが立ち上がっている必要があるの

で、土台となる IP の Online が AWSIP アドレスが Online になる条件であるべきです。この依存関係

を設定する必要があります。リソースを右クリックするとメニューが出るので、”Link”をクリックします。 

 

 

どのリソースに依存するかを選択する画面に切り替わりますので、”vvrip” を選択し、”OK” をクリックし

て依存関係を定義します。 
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正しく依存関係が定義されると、下記のようになります。これで、VVR を設定する準備が整いました。こ

こで、これまでの設定内容をディスクに書込み、クラスターを設定変更不可モードにします。この作業によ

り、後続の作業中に意図せず全インスタンスが再起動したりした場合でも、設定内容を失う事がありま

せん。 
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8. レプリケーションの設定とクラスターへの登録 

準備が整ったので、VVR によるレプリケーションの設定を行います。本書では、データロストを避けるために、同期レ

プリケーションの例を説明しています。データ更新量が多い場合は、アプリケーションのパフォーマンスに影響する場

合があります。それを避けるために非同期モードを選択する事も可能です。詳しくは、ベリタスの SE までお問い合

わせください。続いて、レプリケーションをクラスターの管理下に置く設定を行います。これにより、手動でクラスター

の稼働系と待機系を切り替えた場合などに、自動的にレプリケーションの送り側と受け側が逆転します。 

レプリケーションの設定 

この作業は、どちらか一方のノードの VxVM の GUI から行います。 

 

“Select Host” のプルダウンメニューから “vea//Replication Network/” を選択します。 

 

 

“Replication Network/” のアイコンを右クリックするとメニューが出るので、”Setup Replicated Data 

Set” を選択します。 
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ウィザードが立ち上がりますので、”Next” をクリックします。 

 

 

Replication Data Set、Replicated Volume Group の名前を入力します。この例では、それぞれ

「rds01」と「rvg01」を指定しています。Replicated Volume Group は、頻繁に使用するので分かりや

すい名称にしてください。”Primary Host” には、稼働系ノードである「vcswin01」を指定します。 

 

 

レプリケーション対象ボリュームにチェックをいれます。本書の例では１つだけですが、複数指定する事も

可能です。指定後、”Next” をクリックします。 
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次に、レプリケーションで使用するログボリュームを選択する画面になりますが、ログボリュームは作成して

いないので、”Create Volume” をクリックします。 

 

 

下記例では、”Harddisk1” 上に、1Gbyte の大きさで “srl” という名前のログボリュームを作成していま

す。ログボリュームに必要な容量は、レプリケーション対象ボリュームの総量の 1 割程度です。 
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ログボリュームが作成されると、ログボリューム選択画面に戻りますので、”Next”をクリックしてください。 

 

 

ここまでに入力した内容の確認画面に遷移しますので、内容を確認後 “Create Primary RVG” をクリ

ックしてください。 
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Replicated Data Set の作成が成功すると、引き続いてレプリケーション先の設定を行うかどか聞かれ

ますので、”Yes” をクリックしてください。 

 

 

レプリケーション先のノード、すなわち稼働系ノードを指定します。 

 

 

待機系ノードのログイン情報を聞かれますので、入力してください。 

 

 

ログイン情報が正しければ、必要なセッションが確立され、下記の画面が現れます。“OK”をクリックして

ください。 

 

 



 

44 
 

稼働系ノードでレプリケーションで使用するログボリュームを選択する画面になりますが、ログボリュームは

作成していないので、”Create Volume” をクリックします。 

 

 

稼働系ノードと同じ内容で作成します。 

 

 

レプリケーションログボリュームが作成されると、ログボリューム選択画面に戻りますので、”Next”をクリック

してください。 
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レプリケーションに必要な情報を入力します。IP アドレスは、前の章で設定したクラスター管理下の VVR

用 IP アドレスを指定してください。この例では、稼働系用に “10.193.44.11”、待機系用に 

“10.193.54.12” を指定しています。また、Replication Mode は同期モードである “Synchronous 

Override” を、ログモードは万一ログがあふれた場合でもビットマップモードに切り替えてレプリケーションを

継続する”AutoDCM”を指定してください。２つの RLINK 名は、分かりやすい名前を指定してくださ

い。入力を終えたら “Next”をクリックしてください。 

 

 

“Start Replication” にチェックを入れ、”Synchronous Automatically” を指定して、自動初期同期

を行います。InfoScale は、NTFS と連携して実データ部分だけをレプリケーションしますので、レプリケー

ション対象ボリュームの容量がどんなにに大きくても、実データが入っていなけれな、初期同期は数分で

終了します。 
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確認画面にて内容を確認し “Finish” をクリックすると初期同期が開始されます。 

 

 

初期同期が完了すると、下記のような画面になります。ホスト名ではなく IP アドレスで稼働系ノードと

待機系ノードを表示している点に注意してください。下記例では、10.193.44.11 が稼働系でレプリケー

ション対象ボリュームは D ドライブとして認識されており、10.193.54.12 が待機系である事が視覚的に

わかります。 
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レプリケーションをクラスターの管理下におくための設定（稼働待機共通部分） 

レプリケーションをクラスターの管理下に置く設定を行います。この作業は、この作業は、クラスター管理 GUI をイン

ストールしたノードからなら、どこから行っても結構です。 

 

サービスグループ：“replication” に、ひつようなリソースを追加します。画面の緑色の部分で“Add 

Resource” をクリックしてください。 

 

 

まず、ディスクグループを監視するリソースを作成しますが、パラメーターとして、ディスクグループの Guid を

入力する必要があります。下記例に従って、コマンドラインで vxdg コマンドを使用して調べます。実行し

ていか”です。右側の Edit マークをくりクリックしてください。下記例では、「d662a22・・・・22bc」です。 
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ディスクグループを監視するリソースを作成します。リソース名は「vvrdg」としています。リソースタイプは、

プルダウンから “VMNSDg” を選んでください。必須パラメーターは “DiskGroupName” と “DGGuid”で

す。右側の Edit マークをくりクリックしてください。どちらのパラメーターも、システムで共通なので、左側の 

“Global” をチェックし値を１つだけ入力します。全ての必要なパラメーターの入力が終了したら、下段の 

“Enabled” にチェックを入れ、”OK” をクリックしてリソース作成を実行してください。 

 

 

以下のように、”vvrdg” というリソースが作成されました。このディスクグループは、既に認識され活性化

されているので、リソース作成直後から、Online を示す水色で表示されます。ただし、レプリケーション

は、レプリケーション IP アドレスを用いて稼働系と待機系が通信出来ないと動作しません。従って、

AWS の IP アドレスアサインの Online がレプリケーション Online の条件であるべきです。この依存関係

を設定する必要があります。リソースを右クリックするとメニューが出るので、”Link”をクリックします。 
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どのリソースに依存するかを選択する画面に切り替わりますので、”vvrawsip” を選択し、”OK” をクリッ

クして依存関係を定義します。 

 

 

正しく依存関係が定義されると、下記のようになります。 
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次に、レプリケーションボリュームグループを監視するリソースを作成します。リソース名は「rvg」としていま

す。リソースタイプは、プルダウンから “VvrRvg” を選んでください。必須パラメーターは 

“DVG”、”VMdgResName”、“IPResName”です。右側の Edit マークをくりクリックしてください。どのパ

ラメーターも、システムで共通なので、左側の “Global” をチェックし値を１つだけ入力します。全ての必

要なパラメーターの入力が終了したら、下段の “Enabled” にチェックを入れ、”OK” をクリックしてリソース

作成を実行してください。 この例では、”RVG” には “rvg01”、” VMdgResName”には先に設定し

た”vvrdg”、 “IPResName”には同じく先に設定した”vvrip” を設定しています。 

 

 

全ての必要なパラメーターの入力が終了したら、下段の “Enabled” にチェックを入れ、”OK” をクリックし

てリソース作成を実行してください。 
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以下のように、”rvg” というリソースが作成されました。レプリケーションボリュームグループは、既に認識さ

れ活性化されているので、リソース作成直後から、Online を示す水色で表示されます。ただし、レプリケ

ーションボリュームグループは、ディスクグループが Online にならないと動作しません。従って、ディスクグル

ープの Online がレプリケーションボリュームグループ Online の条件であるべきです。この依存関係を設

定する必要があります。リソースを右クリックするとメニューが出るので、”Link”をクリックします。 

 

 

どのリソースに依存するかを選択する画面に切り替わりますので、”vvrdg” を選択し、”OK” をクリックし

て依存関係を定義します。 
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正しく依存関係が定義されると、下記のようになります。 

 

 

これで、レプリケーションをクラスター管理下の置くための作業は半分完了です。レプリケーションをクラス

ター管理下に置く場合、稼働系と待機系で同じ動作が要求される部分と、稼働系と待機系で異なる

動作が要求される部分とに分かれます。ここまでの作業は、稼働系と待機系で同時に動作するサービ

スグループ内のリソースの設定でしたので、前述の「稼働系と待機系で同じ動作が要求される部分」を

カバーします。なので「半分完了」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

53 
 

レプリケーションをクラスターの管理下におくための設定（稼働系特有部分） 

ここからは、稼働系と待機系で異なる動作が要求される部分の設定を行います。従って、稼働系のみで動作す

るサービスグループ内にリソースを設定する必要があります。 

 

まず、稼働系のみで動作するサービスグループを作成します。GUI の左上にサービスグループを新規に作

成するボタンがありますので、それをクリックしてください。 

 

 

サービスグループ名として「appsg」を指定し、このサービスグループを稼働させるノードとして、クラスターの

両方のノード（vcswin01 と vcswin02）を指定し、クラスター起動時に自動的にサービスグループも

Online になるように「Startup」のチェックボックスにチェックをいれます。また、前述したようにこのサービス

グループは片方のノードのみ Online になり、必要に応じて切り替わりますので、Type は「failover」を指

定します。必要事項を入力した多、”OK”をクリックしてください。 
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下記のように、「appsg」というサービスグループが作成されましたが中は空ですので、IP アドレスやドライ

ブレター（ファイルシステムのマウント）を管理するためのリソースを作成する必要があります。リソースを

作成する際は、まず、左の列のリソースを作成したいサービスグループ（この場合は「appsg」）をクリッ

クし、続いて中段の「Resources」のタブをクリックします。 

 

 

 緑色の部分にポインタを合わせ右クリックするとメニューが出ますので “Add Resource” をクリックして

ください。 
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まず、レプリケーションの送り側（VVR のプライマリ側）と受け側（VVR のセカンダリ側）を制御するリ

ソースを作成します。リソース名は「vvrpri」としています。リソースタイプは、プルダウンから 

“RVGPrimary” を選んでください。必須パラメーターは “AutoTakeover”、”AutoResync”、

“RVGResourceName” の３つですが、最初の２つはデフォルトの値のままでよいので、

“RVGResourceName” のみ値を入力します。右側の Edit マークをくりクリックしてください。 

 

 

50 ページで Replication Volume Group （RVG）を制御するために設定したリソース名:rvg を指定

します。  

 

 

全ての必要なパラメーターの入力が終了したら、下段の “Enabled” にチェックを入れ、”OK” をクリックし

てリソース作成を実行してください。 
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以下のように、”vvrpri” というリソースが作成されました。リソース作成直後は、Offline を示す灰色で

表示されます。リソースを右クリックするとメニューが出るので、両方のノードで Online にします。 

 

 

次に、ドライブレター（ファイルシステムのマウント）を管理するリソースを作成します。リソース名は

「mount」としています。リソースタイプは、プルダウンから “Mount” を選んでください。必須パラメーターは 

“MountPath”、”VolumeName”、“VMDGResName” の３つです。右側の Edit マークをくりクリック

してください。 
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マウントするドライブレターとして ”D” を指定します。 

 

 

マウントするボリュームは先に作成しておいた “vol01” なので、”VolumeName” に “vol01” を指定しま

す。 

 

 

“vol01” が所属するディスクグループを管理するリソースは、先に作成しておいた “vvrdg” なの

で、”VMDGResName” には “vvrdg” を指定します。  
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全ての必要なパラメーターの入力が終了したら、下段の “Enabled” にチェックを入れ、”OK” をクリックしてリ

ソース作成を実行してください。 

 

 

以下のように、”mount” というリソースが作成されました。ここまでの作業の過程で、既に稼働系

（vcswin01）にて、vol01 がドライブレター：D にマウントされているので、リソース作成直後から、

Online を示す水色で表示されます。ただし、マウントされるためには、レプリケーションの送り側（VVR

のプライマリ）になっている必要があります。従って、レプリケーションの送り側を制御するリソースの

Online がマウントの Online の条件であるべきです。この依存関係を設定する必要があります。リソース

を右クリックするとメニューが出るので、”Link”をクリックします。 

 

 

どのリソースに依存するかを選択する画面に切り替わりますので、”vvrpri” を選択し、”OK” をクリックし

て依存関係を定義します。 
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ここで、レプリケーションが正しくクラスターの配下で制御されるかを確認するために、切り替えのテストを

行います。ここまでの作業で作成したサービスグループ：appsg は、稼働系（vcswin01）で Online に

なっています。このことは、左の列の ”appsg” のアイコンをクリックした際に、下段中央の “vcswin01” 

のアイコンの背後が水色になっている事で確認できます。これは、レプリケーションの送り側が vcswin01

で、ファイルシステムも vcswin01 でマウントされている事を意味します。確認の為に、サービスグループ：

appsg を、待機系（vcswin02）に手動で切り替えます。左の列の ”appsg” のアイコンを右クリック

するとメニューが出るので、vcswin02 に切り替えるべく「Switch To」 から「vcsinw02」を指定してくださ

い。 

 

 

切り替えが完了してサービスグループ：appsg が vcswin02 で Online になると、左の列の ”appsg” の

アイコンをクリックした際に、下段中央の “vcswin02” のアイコンの背後が水色になる事を確認してくだ

さい。 
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クラスターの観点で、サービスグループが正しく切り替わった事は確認できましたので、次にレプリケーション

が正しく切り替わったかを確認します。VxVM の GUI で “Select Host” のプルダウンか

ら、”Replication Network” を選んでください。 

 

 

切り替え後は、46 ページの表示と異なり、10.193.54.12（vcswin02）が稼働系でレプリケーション対

象ボリュームは D ドライブとして認識されており、10.193.44.11（vcswin01）が待機系である事が確

認できます。 
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次に、vcswin02 の VxVM の GUI がどうなっているか確認します。左上部の ”Connect”  ボタンをクリ

ックし、”Host Name” に 「vcswin02」 を入力して、”Connect” をクリックします。 

 

 

“Select Host” のプルダウンに “vcswin02” が表示されました。下記のように、vol01 が D ドライブにマ

ウントされている事が確認できます。この状態では、vcswin02 でアプリケーションが D ドライブに書き込

んだデータは、全て vcswin01 の vol01 に同期レプリケーションされています。再度クラスターから appsg 

の切り替えを行うと、直前まで vcswin02 の D ドライブに書かれていたデータを、vcswin01 の D ドライ

ブとして使用可能になります。 

 

 

これで、レプリケーションをクラスターの管理下におくための設定は完了です。 
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9. 異なる AZ 間でネットワーク経路を IP を切り替える為のクラスター設定 

最後に、異なる AZ 間でネットワーク経路を切り替える為の設定を行います。AZ が異なる場合はサブネットも異

なりますので、AZ 間で同じ PrivateIP を切り替えることはできません。ElasticIP を切り替えることはできますが、

通常、クラスタリングを行うような重要なシステムに ElasticIP を振る事は一般的ではありません。このような条件

下で、クラスターが切り替わったことを、クライアントに意識させずに業務を継続するには、特別な手法が必要で

す。InfoScale は、AWS のルートテーブルを切り替える事によって、この課題を解決します。これから説明する例で

は、クラスターが配置される VCP 内のクライアントは 10.192.0.10 という IP を用いて、クラスターの稼働系にアクセ

スを試みます。InfoScale は、クラスターが配置される VCP 内の全ルートテーブルを更新し、10.192.0.10 のターゲ

ットを、クラスターの稼働系ノードのサービス用 NIC にリダイレクトします。クラスターが切り替わると、新たに稼働系

になったノードのサービス用 NIC に 10.192.0.10 向けのパケットがリダイレクトされるように、ルートテーブルを更新し

ます。また、クラスターの稼働系では、10.192.0.10 が立ち上がっており、クライアントにパケットを送信する際の送

信元アドレスになります。ここで使用する IP：10.192.0.10 を OverlayIP とよび、この方式を OverlayIP 方式と

よびます。 

 

AWS 側の設定 

OverlayIP 方式を使用するには、クラスターがインストールされるインスタンスの設定の変更が必要です。ここでは、

その設定変更を行います。 

 

クラスターがインストールされるインスタンスを選び、”ネットワーキング” から “送信元/送信先の変更チェッ

ク” を指定します。 
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デフォルトでは、インスタンスのソース/宛先チェックが有効になっていますので、無効にします。 

 

 

これで、OvarlayIP 方式を使用するための AWS 側の設定は完了です。 

 

リソースの作成 

Overlay 方式を使用して、異なる AZ 間でネットワーク経路を切り替える為に、フェイルオーバーサービスグループ

（今回の例では appsg）内に、リソースを２つ作成します。設定が完了すると、クライアントから、OverlayIP 向

けにサービス要求を出すと、クラスターの稼働系のサービス用 NIC に繋がり、D ドライブ内のデータにアクセスできま

す。アプリケーションが動いていれば、D ドライブのデータを使用したアプリケーションのサービスを享受する事ができま

す。また、クラスターの切り替えが発生した場合、クライアントは切り替え発生を意識することなく、切り替え先のノ

ードからサービスを享受できます。尚、本書では、アプリケーションをクラスター配下に置くための設定手順は省略し

ています。この手法は、オンプレミス上の InfoScale と全く同じ手順で実装できます。 

 

まず、OverlayIP を管理するリソースを作成します。リソース名は「appip」としています。リソースタイプ

は、プルダウンから “IP” を選んでください。必須パラメーターは “Address”、”SubNetMask”、

“MACAddress” ですので、それぞれ右側の Edit マークをくりクリックしてください。 
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OverlayIP アドレスはクラスターで共通ですので、左側の “Global” をチェックし、アドレスを入力してくだ

さい。下記例では 10.192.0.10 を設定しています。 

 

 

ネットマスクを入力します。ネットマスクは、システムで共通なので、左側の “Global” をチェックし、値を

１つだけ入力します。この例では、255.255.255.0 を設定しています。 

 

 

次に、MAC アドレスを入力します。手法は、30 ページを参考にしてください。 
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全ての必要なパラメーターの入力が終了したら、下段の “Enabled” にチェックを入れ、”OK” をクリックし

てリソース作成を実行してください。 

 

 

以下のように、”appip” というリソースが作成されました。この時点で、OverlayIP は立ち上がっていませ

んので、リソースは Offline を示す灰色で表示されます。稼働系ノード（本書では、59 ページで切り替

えテストを行ったので、vcswin02 が稼働系）で Online にしてください。 
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OverlayIP は、アプリケーションが立ち上がった後に Online になるべきです。ただし、本書では、アプリケ

ーションをクラスター配下におく設定を省略しているので、代わりにマウントに依存させることとします。この

依存関係を設定します。リソースを右クリックするとメニューが出るので、”Link”をクリックします。 

 

 

どのリソースに依存するかを選択する画面に切り替わりますので、”mount” を選択し、”OK” をクリック

して依存関係を定義します。 

 

 

次に、ルートテーブルを切り替える為のリソースを作成します。リソース名は「appawsip」としています。リソ

ースタイプは、プルダウンから “AWSIP” を選んでください。必須パラメーターは “OverlayIP”、”Device”、

“RouteTable” ですので、それぞれ右側の Edit マークをくりクリックしてください。 
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OverlayIP アドレスはクラスターで共通ですので、左側の “Global” をチェックし、アドレスを入力してくだ

さい。その際、必ず末尾に ”/32” を付ける必要があります。下記例では “10.192.0.10/32” を設定して

います。 

 

 

次に、MAC アドレスを入力します。手法は、30 ページを参考にしてください。 

 

 

最後に、同一 VPC 内で、クラスターにサービス要求を行うクライアントが属する全てのサブネットに紐付

けられたルートテーブルの ID を入力します。まず、AWS の管理コンソールで、ルートテーブルの ID を確認

します。下記例では、”rtb-03210e37xxxx” である事が確認できました。 
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確認したルートテーブルの ID を入力します。入力すべきルートテーブルが複数ある場合は、右下の「+」ボ

タンをクリックすると入力欄が追加されますので、これを利用してください。 

 

 

全ての必要なパラメーターの入力が終了したら、下段の “Enabled” にチェックを入れ、”OK” をクリックし

てリソース作成を実行してください。 

 

 

以下のように、”appawsip” というリソースが作成されました。この時点で、ルートテーブルは更新されてい

ませんので、リソースは Offline を示す灰色で表示されます。稼働系ノード（この場合は vcswin02）で

リソースを Online にしてください。 
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ルートテーブルの更新は、OverlayIP が立ち上がった後に行われるべきです。この依存関係を設定しま

す。リソースを右クリックするとメニューが出るので、”Link”をクリックします。 

 

 

どのリソースに依存するかを選択する画面に切り替わりますので、”appip” を選択し、”OK” をクリックし

て依存関係を定義します。 
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正しい依存関係が設定させると、以下のようになります。 

 

 

次に、サービスグループ間の依存関係を設定します。サービスグループ：appsg は、レプリケーションやディ

スクグループが正常に動作していないと Online になりません。つまり、appsg が Online になろうとする

ノードで、レプリケーション用のサービスグループ：replication が既に Online でなければなりません。この

依存関係を定義します。サービスグループを右クリックするとメニューが出るので、”Link” をクリックしま

す。 
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どのサービスグループに依存するかを選択する画面に切り替わりますので、”replication” を選択します。

また、依存の種類は「appsg が Online になろうとするノードで、レプリケーション用のサービスグループが

Online でなければならない」ので、”online local” を選択します。依存の度合いは、replication は 

appsg にとって必須であるものの、appsg 障害時は replication を停止させる必要はないので、中間

を意味する “firm” を選択します。最後に、”OK” をクリックして依存関係を定義します。 

 

 

左側のクラスター名を表す “aws” をクリックし、中段の ”Service Groups” のタブをクリックすると、サー

ビスグループ間の依存関係が確認できます。下記の通り、appsg が replication に依存にしています。 

 

 

最後に、これまでの設定内容をディスクに書込み、クラスターを設定変更不可モードにします。 
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クラスター関係の設定が終了したら、ルートテーブルが正しく更新されたか、AWS のコンソールで確認しま

す。更新対象のルートテーブルを指定し、下記のように 10.192.0.10 のターゲットが、クラスターの稼働系

のサービス用 NIC（OvarlayIP が立ち上がっている NIC）のインターフェース ID になっている事を確認し

てください。 

 

 

また、クライアントから、10.192.0.10 に ping が通ることを確認し、あるいはリモートデスクトップで接続し

クラスターの稼働系に接続されて D ドライブを読み書きできることを確認してください。 

 

 

これで、全ての設定は完了です。 
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10. 切り替えテスト 

最後に、AWS 上の Windows Server 上で、アプリケーション及びその稼働に必要な個々のコンポーネントが、

InfoScale によって適切に監視/リカバリーされるかを確認するための簡単なテストを行います。 

 

アプリケーションを管理するサービスグループの手動切り替え 

下記は、GUI から appsg のサービスグループを、手動で vcswin02 に切り替えるオペレーション例です。 

 

 

切り替え後、６２ページや 70 ページのオペレーション例を参考に、VVR によるレプリケーションの方向

や、ルートテーブルの状態、クライアントからのアクセスの可否を確認してください。 

 

障害によるサービスグループの自動切り替え 

アプリケーションが稼働している方の Windows Server インスタンスを、AWS の EC2 のコンソールから停

止してください。 その後で、生き残ったノードに正しくサービスグループが切り替わっていることを、ルートテー

ブルの状態、クライアントからのアクセスの可否によって確認してください。 
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障害ノードの復旧 

上記のテストで停止したノードを AWS の EC2 のコンソールから再立ち上げしてください。appsg サービス

グループに変化はありませんが、replication サービスグループは再立ち上げしたノードにて自動で Online

になります。Online になったら、62 ページのオペレーション例を参考に、再立ち上げしたノードがレプリケー

ションの受け側となって、正常にレプリケーションが再開されていることを確認してください。 

 

復旧ノードへのサービスの切り戻し 

GUI から appsg のサービスグループを、手動で再立ち上げしたノードに切り替えてください。切り替え後、

６２ページや 70 ページのオペレーション例を参考に、VVR によるレプリケーションの方向や、ルートテーブ

ルの状態、クライアントからのアクセスの可否を確認してください。 
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11. 付録 

 

main.cf の内容 

本書の手順で構成した場合、main.cf ファイルは以下の内容となります。尚、main.cf のパスは、

C:\Program Files\Veritas\cluster server\conf\config>main.cf です。 

include "types.cf" 

 
cluster aws ( 
 UserNames = { admin = dqrJqlQnrMrrPzrLqo } 

 Administrators = { admin } 
 ) 
 

system VCSWIN01 ( 
 ) 
 

system VCSWIN02 ( 
 ) 
 

group appsg ( 
 SystemList = { VCSWIN01 = 0, VCSWIN02 = 1 } 
 AutoStartList = { VCSWIN01, VCSWIN02 } 

 ) 
 
 AWSIP appawsip ( 

  OverlayIP = "10.192.0.10/32" 
  Device @VCSWIN01 = 06-FA-EF-55-B0-48 
  Device @VCSWIN02 = 0E-49-C5-72-8B-A8 

  RouteTableIds = { rtb-043db90c88de26141, rtb-05bc21a45ed53c51d, rtb-
03210e37bfb60df8a, rtb-04aeed6c11494f32a } 
  ) 

 
 IP appip ( 
  Address = "10.192.0.10" 

  SubNetMask = "255.255.255.0" 
  MACAddress @VCSWIN01 = 06-FA-EF-55-B0-48 
  MACAddress @VCSWIN02 = 0E-49-C5-72-8B-A8 

  ) 
 
 MountV mount ( 

  MountPath = D 
  VolumeName = vol01 
  VMDGResName = vvrdg 

  ) 
 
 NIC awsnic ( 

  MACAddress @VCSWIN01 = 06-FA-EF-55-B0-48 
  MACAddress @VCSWIN02 = 0E-49-C5-72-8B-A8 
  ) 

 
 RVGPrimary vvrpri ( 
  RvgResourceName = rvg 

  ) 
 
 mount requires vvrpri 

 appawsip requires appip 
 appip requires awsnic 
 

 
 // resource dependency tree 
 // 

 // group appsg 
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 // { 

 // MountV mount 
 //     { 
 //     RVGPrimary vvrpri 

 //     } 
 // AWSIP appawsip 
 //     { 

 //     IP appip 
 //         { 
 //         NIC awsnic 

 //         } 
 //     } 
 // } 

 
 
group replication ( 

 SystemList = { VCSWIN01 = 0, VCSWIN02 = 1 } 
 Parallel = 1 
 AutoStartList = { VCSWIN01, VCSWIN02 } 

 ) 
 
 AWSIP vvrawsip ( 

  PrivateIP @VCSWIN01 = "10.193.44.11" 
  PrivateIP @VCSWIN02 = "10.193.54.12" 
  Device @VCSWIN01 = 06-FA-EF-55-B0-48 

  Device @VCSWIN02 = 0E-49-C5-72-8B-A8 
  ) 
 

 IP vvrip ( 
  Address @VCSWIN01 = "10.193.44.11" 
  Address @VCSWIN02 = "10.193.54.12" 

  SubNetMask = "255.255.255.0" 
  MACAddress @VCSWIN01 = 06-FA-EF-55-B0-48 
  MACAddress @VCSWIN02 = 0E-49-C5-72-8B-A8 

  ) 
 
 NIC vvrnic ( 

  MACAddress @VCSWIN01 = 06-FA-EF-55-B0-48 
  MACAddress @VCSWIN02 = 0E-49-C5-72-8B-A8 
  ) 

 
 VMNSDg vvrdg ( 
  DiskGroupName = awsdg 

  DGGuid @VCSWIN01 = d662a22f-232a-4a2f-8d36-182c652422bc 
  DGGuid @VCSWIN02 = 14ef7698-f1ad-46c7-a736-5048dc38e3ee 
  ) 

 
 VvrRvg rvg ( 
  RVG = rvg01 

  VMDgResName = vvrdg 
  IPResName = vvrip 
  ) 

 
 vvrawsip requires vvrip 
 vvrip requires vvrnic 

 vvrdg requires vvrawsip 
 rvg requires vvrdg 
 

 
 // resource dependency tree 
 // 

 // group replication 
 // { 
 // VvrRvg rvg 

 //     { 
 //     VMNSDg vvrdg 
 //         { 
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 //         AWSIP vvrawsip 

 //             { 
 //             IP vvrip 
 //                 { 

 //                 NIC vvrnic 
 //                 } 
 //             } 

 //         } 
 //     } 
 // } 
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